
      
大 ヨークシヤ一種系統 豚 「フジョーク」の SPF 環境下での造成 
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はじめに 

静岡県 ( 中小家 畜 試験場 ) ては， 。 昭 千 ロ 62 年から 

大ヨーク シャ 一種 の 系統 造 " 成 を開始し平成 6 年 

度をもっ て 完了し，同年 7 月 8 日付けて全国 50 番 

目の系統 豚 ・・として日本 種豚 登 録 協会より認定され 

た   

本 豚の認定は ，大 ヨークシャ一種では 15 番目で   

あ るが， SPF 環境下では全国で 初めてであ る。 

系統豚の名称は ，県民に親しみやすく ，県の銘 

柄とするにふさわしいものにしたいということか 

ら広く一般公募した 結果，応募が 最も多かった「フ 

ジョーク」が ，系統造成 豚 認定名称選定委員会に 

おいて選定された。 

本 県の系統造成の 特徴は ， 高い繁殖能力と 産肉 

能力の改良を 目標とし， SPF 環境下で正確な 選抜 

田並びに普及利用の 研究も同時に 開始することと 

なり， これまで全国に 例のない SPF 環境での系統 

造成となった。 SPF 環境下での系統造成の 方法 

は，試験場の 新築 時 すなわち SPF.i. リア完成時に 

合わせて，基礎 豚 (52 頭 ) の帝王切開を 短期間 (2 

カ月間 ) で実施し， 第 1 世代 豚を SPF 化した。 し 

たがって，第 1 世代 豚は ，すべて人工哺育による 

育成条件となった。 本 県での SPF 豚の対象疾病 

は，次の 7 疾病を対象とした。 ①マイコプラズマ 

性肺炎，② 豚 赤痢，③萎縮性鼻炎，④オーエスキ 

ー 病 ，⑤トキソプラズマ 病 ，⑥アクチ / バシラス 

症 ( 胸膜肺炎 ), のパス ツ レラ 症 。 

2  系統造成の方法 

1) 基礎 豚 

育種を実施するとともに ， SPF 豚の普及により 慢 

性疾病対策と 高品質な豚肉生産を 目指している。 

]  「フジョーク」の 造成経過 

木 県では，昭和 62 年の養豚試験場と 養鶏試験場 

の合併移転を 契機に，生産者及び 生産団体等から 

基礎豚の選定基準は ， 

①繁殖成績では ，分娩頭数 13 頭以上，離乳頭数 11 

頭 以上を 2 回以上産種中に 有する母豚もしくはそ 

の子 豚 。 

② 肢跨 が丈夫で飼 い やすく，孔器・ 生殖器が正常 

であ ること。 

③疾病面では ，垂直感染を 考慮し トキソプラズ 

マ 病 ，オーエスキー 病の抗体陰性であ ること。 

以上の 3 条件を満たす 豚を，県内外を 含む全国 

のブリーダⅠ試験場およびカナダの 2,000 頭 余の 

候補豚から 雄 9 頭， 雌 65 頭を選定し最終的に ， 

52 頭を帝王切開し SPF プライマリー 豚を作出し 

た   

強い要望のあ った系統造成による 静岡型の種 豚 改 

良に取り組むこととなった。 品種としては ， ラン 

ドレース種がすでに 全国で多数造成されていたこ 

とを考慮し，強健性，繁殖性に 優れている 人 ヨー 

クシヤ一種を 選定した。 また， オーエスキー 病の 

発生が全国的な 拡大傾向の状況下において ，呼吸 

器系等の慢性疾病対策を 目的とした SPF 豚の作 
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2) 飼養管理 立 淘汰方式を併用して 実施した。 

造成 豚は ， SPF-L リア内のウィンドウレス 方式 ①選抜指数式 

0 分娩豚舎，育成豚舎，能力検定豚舎において 飼 系統豚の選抜形質は ，一日平均増体重，背脂肪 

養し交配はすべて 人工授精に よ り実施し，分娩 の厚さ，ロース 断面積の 3 形質としその 選抜 指 

は無 看護を原則とした。 造成豚の給与飼料は ， 表 数式は，すでに 他県で造成が 完了しているランド   

1 のとおりであ る。 なお，産肉検定期間中 ( 体重 レース種の遺伝パラメーターを 用いて作成した。 

30 一 g0ke) は， l 日検定 飼 科を不断給餌した。 ワク ②独立淘汰 

チン接種は ， 豚コレラ，豚丹毒のワクチンを 40 日 独立淘汰の形質は ，繁殖性を重視し その水準 

綿時に同時接種した。 としては，交配後の 再発情は 1 回までとし，分娩 

3) 選抜方法 頭数は 10 頭 以上，離乳頭数で 8 頭以上を原則とし 

系統造成における 選抜方法は，選抜指数式と 独 た 。 さらに， 第 Ⅰ改選抜 時 (8 週 齢時 ) には岐路 

表 1  飼 料 給 与 

  種 類 給与口輪・体重 給餌方法 TDN DCP 7@@ 着 @  考 

千 塚 代用 乳 0 日輪 一 14 日輪 制限給餌 85.0% 以上 23.0% 以上 策 1 世代のみ 
人工 乳 A  14 日 齢一 35 日輪 制限給餌 84.0 19.0 
人工 乳 B  35 日 齢一 30kg  不断給餌 79.0 15.5 

育成 豚 検定用飼料 30ka 一 g0kg  不断給餌 70 ． 0 12.5 
種 豚 種豚用 飼料 g0kg 一 制限給餌 72.0 12.0 

表 2  繁 殖 成 績 

  子豚 平均体重 (kg) 

世代交配受胎受胎率選抜 種 雌豚種雌豚 (%) 教 生存哺乳開始離乳頭数育成率生時 選抜 豚 の一腹 平均 ( 頭 ) 3 週 齢 5 週 齢 
産子数 頭数 (%) 

G O@ 63 52@ 82.5@ 38@ 12.5"@ 12.3 
2.02) 2.0 

9.@  78.@  1.23  4 よ 0  9.g9 
1.9 0.29  0.83  1.81 

G@ 1 80 68  85.0  39  10.6 
1.8 

10.2 10.0  98.0  1.26  5.40  9.82 
1.8 1.8 0.22  0.67  1.19 

G 2 66 54  81.8  34  10.7 10 ・ 4 
1.7 1.7 

9.8  94.2  1.29  4.86  9.20 
2.3 0 ユ 5  0 ． 92  1.31 

G 3@ 63 54  85.7  34  10.2 10 ． 1 9.4  93.1  1.25  5.26  10.56 
2.6 2.6 2.l 0.28  1.02  1.77 

G 4@ 45 35  77.8  26  10.5 10.3 9.5@ 92.2@ 1.21@ 5.42@ 9.91 
2.2 2.0 2.0 0.28  0.96  1.96 

G 5@ 51 42  82.4  30  7.9 7.4 6.1  82.4  1.21  5.04  8.82 
3.4 3.5 3.5 0.27  1.07  1.67 

G 6@ 49 41  83.7  34  10.7 10 ・ 5 10.0  95.2  1.24  5.23  9.30 
2.2 2.1 2.0 0.26@ 1.12@ 1.77 
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の 弱 い 個体，孔器・ 生殖器の不鮮明な 個体を除外 肉の発生はない。 

した。 2) 繁殖能力 

第 6 世代までの繁殖成績を 表 2 に示した。 特に ， 

3  「フジョーク」の 特徴と能力 第 6 世代母豚の平均生存産子数がⅡ． 3 土 2.5 頭， 平 

1) 特徴 均哺乳開始頭数が 10.5 土 2.1 頭，平均離乳頭数が 

「フジョーク」の 特徴は，発育が 速く ， 伸びが 10.0 土 2.0 頭と良好であ った。 また， 3 週齢の離乳 

あ り，体積に富み ， 特に後 躯が 充実しており ， か 時平均体重は ， 5.23%1.l2kg さらに， 5 週 齢 時の 

っ肢 蹄は丈夫であ る。 繁殖面では，乳頭の 数及び 平均体重は 9.30 土 1.77ke と優れた初期発育を 示 

配列良好であ り 乳 徴も鮮明であ る。 また，産子 敬 した。 

も 多く斉一性に 富み， 泌乳 能力に優れ育成率及び 3) 産肉能力 

発情 再 帰も良好であ る。 さらに，肉質的には ， PCR 系統 豚 「フジョーク」の 産肉能力成績および 体 

法を利用して フケ肉 等を起こす PSS ( ストレス 症 形変化を表 3, 4 に示した。 

候群 ) 遺伝子の無 い ことを確認してあ るため異常 ①一日平均増体重 ( 体重 30kg から g0kg までの一日 

表 3  産肉能力成績 

形 質 名 

主 1 日平均増体重 

要   
形 

質 ロース断面積 

飼 料 要 求 率 

例 数 平均値 十 標準偏差 摘 要 

雄 34 950+78g 
雌 95 842@71g 体重 30kg から g0kg の間の平均値 

雄 34 2.22%  0 ・ 35cm 

雌 95 2.47 士 0.44cm  体重 g0kg  時の体長 1/2 部位での 

雄 34 35.0@3.6cm2 スキヤニンクク 刈 直 
雌 95 37.7@4.8cm2 

雄 34 2.89%0 ． 3 体重約 30kg から g0kg の間の平均 
雌 95 2.82 土 0 ・ 2 イ直 

注 ) 1. 検定期間は，体重 30ke から g0kg で， 1 豚 房の飼養頭数は ， 雄が単鉤，雌が 3 頭 群飼 とした。 

2. 給与飼料は， 旧 産肉能力検定飼料 (DCPI2.5% ,TDN70.1%) で，給与方法は 不断給餌とした。 

表 4  育成 豚 雌の体形変化 
(cm) 

世代 体 長 体 高 胸 囲 小 -U 巻 石田 甘旬 中高 そ 糸 山高 胸 深 

Gl@ 110.6@3.4@ 64.4+2.1@ 100.1@2.3@ 30.4+1.9@ 26.0@1.5@ 29.4@1.4@ 32.5@1.4 

G2@ 106.1@3.3@ 62.6@2.0@ 101.5@1.9@ 29.9@4.8@ 26.2@1.1@ 29.4@1.7@ 32.4@1.0 

G3@ 110.1@3.3@ 63.0@2.5@ 100.7@2.4@ 29.2@1.3@ 24.1@2.1@ 29.7@1.2@ 33.0@1.1 

G4@ 108.6@3.2@ 62.9@2.0@ 101.8@2.1@ 28.9@1.2@ 25.2@1.1@ 29.2@1.0@ 32.4@1.2 

G5@ 108.4@3.0@ 62.0@1.9@ 102.4@2.5@ 30.6@1.4@ 26.6@1.4@ 30.4@1.3@ 32.7@1.1 

G6@ 108.1@3.0@ 60.8@1.9@ 105.6@2.5@ 31.4@1.4@ 27.2@1.4@ 30.6@1.3@ 32.5@1.1 

G7@ 109.4@4.4@ 61.4@2.3@ 103.4@2.1@ 32.0@1.5@ 28.0@1.5@ 31.7@1.3@ 33.6@1.0 
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図 ] 

木 県における系統 豚 推進計画 ( 案 ) 

1  ミきヌはホ 薄薄 奔貝 

  
  県中小家畜試験場 

雌 系統の造成 豚 中雄 用の系統 豚 雄 系統の造成 豚 
  

  大 ヨークンヤ一種 ランドレース 種 デュロック 種 

「フンヨーク」 他県より 5 系統導入 選抜育種試験開始   

( 平成 7 年度 ) ( 平成   4 年度 )     
・平成 W 種 系統 6 年 豚 7 月認定 維持施設         平成 8 年 7 月選抜育種完了         
  ( ア 15 頭， 年 30 頭 ) 
            

売 払 い         優良系統 豚 導入                 売払 い               
  年間早 108 頭         タ 2 頭， 早 5 頭                 年間タ 69 頭， 早 16 頭               
          

        
  

  
                      

      1 一 2 農場                         5 ょ 6 農場 
                    W  5 ( 一 早 6 )  農場 280 頭 

    
                          年間   D け   )288 頭                         

        WLL  ( 早 )  供給             
          年間 1,700 頭         

        D  (d) 供給                         
    」 - 一 - 一 - 一 - ニーニニーニ -   

        CM 農場 ( 肉豚 生産 ) 50 農場                 在来豚利用         

    
        WL  ( 早 )5,00O 頭 XD(d)340 頭                 D  ( タ @  179 頭                   
三元交配 肉豚 (W 工 D)         

        年間 100,000 頭出荷         
  
                  事業計画                   
  

    
静岡 理 系統造成 豚 による斉一な 肉豚 生産 

産地間競争に 勝てる 肉豚 生産 

」       一一 - 一一 - 一一一一一一一一静岡県系統 豚 利用推進協議会一 コ 
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の 体重の伸びの 平均 ) は，第 1 世代豚の雄が 7779, 

雌が 7099 であ ったが，第 7 世代 豚 では，雄が 9509, 

雌が 8429 と， 目標を大きく 上回った。 

②背脂肪の厚さ ( 体重 g0kg 時の体長 2 分の 1 部位 

で，正中から 2cm の値段膚の厚さも 含む ) は， 

第 1 世代豚の雄で 1.glcm, 雌で 2.20cm であ った 

が，第 5 世代豚の雄で 2.40cm, 雌で 2.45cm と厚く 

なってしまった。 そこで，第 5 世代までのデータ 

を用い，遺伝パラメーターを 推定し選抜指数式 

を改訂した結果，第 7 世代 豚 では，雄で 2.22cm, 

雌で 2.47cm と若干薄くなった。 

③ロース断面積 ( 体重 g0kg 時の体長 2 分の 1 部 

位 ) は，第 1 世代豚の雄で 33.lcm,, 雌で 33.0cm, 

であ ったが，第 7 世代 豚 では，雄で 35.0cm,, 雌で 

37.7cm2 とほほ目標通りに 改良された。 

④育成雄子 豚 における体型の 変化は，胸囲，前幅， 

胸幅等で第 1 世代より第 7 世代の方が 2 一 3cm 

以上の伸びを 認めており，全体的にボリューム 感 

に富むようになった。 

結体制が整備されれば ，現在の系統維持群の 規模 

であ ると 肉豚 換算年間 10 万頭の出荷が 可能とな 

る。 そのために，系統豚の 売り払いについては ， 

系統 豚 「フジョーク」売り 払い要領に基づき ，地 

域の系統 豚 利用推進協議会 ( 事務局 : 家畜保健衛 

生所 ) を調整機関として ，年間 108 頭前後の種母豚 

の売り払いを 開始した。 また， SPF 系統豚の利用 

は ， SPF 農場だけでなく 一般農場での 利用が可能 

なように， SPF 豚の馴致について 検討を加えた 結 

果，各種ワクチネーションおよび 薬剤投与による 

「 SPF 豚の馴致方法」を 確立した。 その結果，平 

成 6 年度および平成 7 年度上期までに ，延べ 33 戸 

に 120 頭を売り払ったが ， 弊 兄事故あ るいは疾病の 

発生もなく順調に 種付けおよび 分娩が開始されて 

いる。 

一方， 雌系大 ヨークシャ一種系統 豚 「フジョー 

ク」を効率的に 普及利用するために ， Fl 母豚生産 

用のランドレース 種 ( 系統造成 豚 5 系統 ) を導入 

中であ り，平成 8 年度から「フジョーク」との 組 

4  「フジョーク」の 普及計画 

「フジョーク」の 維持 群 ( 雄 15 頭， 雌 30 頭 ) は， 

SPF 環境下で当 場 にて 繋 養し「フジョーク」の 普 

及計画を含めた 系統 豚 推進計画のフローチャート 

は，図 1 の通りであ る。 系統豚の普及構想 ( 目標 

年度平成 10 年 ) のように，各地域 ( 家畜保健衛生 

所単位 ) に増殖農場および Fl 生産農場等の 生産 供 

合せ検定を予定している。 

なお，止め 雄 としてのデュロック 種についは， 

平成 4 年度から選抜育種試験を 開始しており ，平 

成 8 年度に 4 世代をもって 完了する予定になって 

いる。 

以上， 大 ヨークシヤ 種 系統 豚 「フジョーク」の 

SPF 環境下での造成と 静岡県における 系統 豚 推 

進計画の一部 は ついて紹介した。 
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